
66,826

83,118

66,782

82,038

68,134 68,713

84,582 84,356

71,331

86,615

69,812

90,833

72,246

94,917

72,726

96,702

73,879

99,828

73,232

101,478

75,468

106,277

75,829

104,754

77,713

107,012

81,728

111,512

83,441

114,103

86,564

90,504

116,386

127,889

2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

1877年8月
1879年2月
1943年7月　　
1950年1月
1961年9月

金沢第十二国立銀行開業（創業）
富山第百二十三国立銀行開業
十二・高岡・中越・富山の前身4行合併により「株式会社北陸銀行」設立
外国為替業務開始（地銀初）
東京証券取引所に上場

1951年3月
1961年4月
1962年5月
1987年9月

「株式会社北海道銀行」設立
外国為替業務開始
札幌証券取引所に上場
東京証券取引所一部に上場

Road to 10 GO for IT! BEST for the Region ALL for the Region

依然金融機関にとって厳しい環境が続く中、2004年9月に経営資源をより有効に活用する経営の効率化、
広域ネットワークを活用した営業力の強化および経営基盤の安定化を目指し、北陸銀行・北海道銀行が
経営統合し、2行を中心としたほくほくフィナンシャルグループが誕生いたしました。

地域金融として初の広域地域金融グループとなるほくほくフィナンシャルグループを設立

ほくほくフィナンシャルグループの歩み
ほくほくフィナンシャルグループは、北陸・北海道に基盤を置く地域金融機関として、
長らく地域とお客さまの繁栄に貢献してきました。
今後とも地域と共に成長・発展することで、共有価値を創造してまいります。

北陸銀行は、加賀前田家の出資を受け、加賀藩祖「前田利家」ゆかり
の銀行として創業されました。

北陸銀行、北海道銀行が横浜銀行との 基幹系システム
共同利用を開始　

北陸銀行の創業
北海道銀行は、戦後復興期、新興産業の勃興と人口の急増に伴う旺盛な
資金需要に応えるべく、道内中小企業者の強い要望により設立されました。

北海道銀行の設立

2011年5月
３行共同利用システム「MEJAR」稼働

■ 貸出金（末残）　■ 預金（末残）含む譲渡性預金

（単位：百万円）

2004年9月
ほくほくファイナンシャルグループ誕生

2016年4月
ほくほくTT証券設立

地域No.1の金融サービスの提供によりお
客さまと地域社会に貢献することで、共通
価値を創造し、地域と共に成長・発展する
総合金融グループ

地域No.1の金融サービスの提供を通じてお客さま
と地域社会に貢献することで「地方創生」の一翼を
担い、地域と共に成長・発展する金融グループ

当社グループ全役職員が、「Face to Face
のお客さまに寄り添ったサービス」と、「利便
性を追求したデジタル金融サービス」の
両面で進化し、持続的に地域に貢献する
体制構築に取り組む期間

予想される環境変化のなかで地域経済をバック
アップしていくために、ビジネスモデ ルの変革
とグ ループシナジー効果の更なる追求に取り
組む期間

地域から親しまれ、頼りにされる金融グループ

持続的な成長に向けた事業戦略の最適化に取り
組む期間

地域から親しまれ、頼りにされる
金融グループ

持続的成長に向けた新たな挑戦
の期間
～預金量１０兆円金融グループ
への足固め～

2019年4月
「ほくほくフィナンシャルグループSDGs宣言」を表明し、
「CSR活動における取り組み重点テーマ」を制定

2021年2月
「ほくほくフィナンシャルグループ環境方針」の制定
「TCFD」提言への賛同

2021年3月
北海道銀行 設立70周年

目指す姿

計画の位置付け

目指す姿目指す姿

計画の位置付け

計画の位置付け

目指す姿

中
期
経
営
計
画

計画の位置付け

2020年6月
環境省が実施する「令和2年度ＥＳＧ地域金融促進事業」の
支援先機関として採択
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68.85% 69.27%

2018
年度

2019
年度

2020
年度

格付会社

R＆I
（格付情報センター）

A

A ーS＆P

格 付 取得企業

2018
年度

1,257億円 1,232億円 1,207億円

2019
年度

2020
年度

コア業務粗利益（2行合算）

2018
年度

243億円

202億円
213億円

2019
年度

2020
年度

親会社株主に帰属する当期純利益（連結）

4.86%

3.91%

自己資本利益率（ROE）（2行合算）
当期純利益ベース

9.09% 8.94%

2018
年度

2019
年度

2020
年度

2018
年度

2019
年度

2020
年度

自己資本比率（連結）

OHR（2行合算）

11兆
4,397億円

11兆
6,626億円

12兆8,156億円
（前期末比1兆1,529億円増加）

9.45%
（前期末比0.51ポイント上昇）

68.19%
（前期比1.08ポイント低下）

4.13%
（前期比0.22ポイント上昇）

9兆651億円
（前期末比3,920億円増加）

1,207億円
（前期比24億円減少）

213億円
（前期比10億円増加）

2018
年度

2019
年度

2020
年度

預金・譲渡性預金期末残高（2行合算）

2018
年度

2019
年度

2020
年度

8兆
3,608億円

8兆
6,731億円

9兆
651億円

貸出金期末残高（2行合算） 

格付の状況

「格付」は、利害関係のない第三者機関である格付会社が企業の
信用度や債務履行能力を簡潔な記号で表したものです。
当社、北陸銀行および北海道銀行はR&Iより「A」の格付を取得
しており、信用力は高いとの評価を得ています。また、北陸銀行
はS&Pより「A－」の格付も取得しています。

12兆
8,156億円

68.19%

9.45% 4.13%

財務ハイライト
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私たちの強み 当社グループが培ってきた強みを活かし、地域社会へ貢献するとともに、          当社グループの持続的な成長を実現してまいります。

歴史に裏打ちされたお客さまとの「取引基盤」 地銀グループでは類をみない「広域店舗網」

多彩な「人財」 地方自治体や大学等との「パートナーシップ」

■ 1877年創業の北陸銀行と1951年設立の北海道銀行
■ 2004年の経営統合から17年目
■ プライムエリアである北陸・北海道を中心に数多くのお客さまにお取引いただき、長い歴史の中で共に歩み、成長してきた歴史

■ 北陸、北海道、三大都市圏に広域店舗網を有し、海外にも9拠点を広く展開
■ 広域のビジネスマッチング等の広域連携力
■ 様々な営業形態の店舗への移行や営業時間の弾力化など店舗機能の最適化を実施

■ 北陸地域の特性と言われる勤勉さと北海道の開拓精神を持った「バラエティ豊かな人財」
■ 積極的な女性登用とダイバーシティの推進
■ 事業承継やＭ＆Ａ、農業関連業務、国際業務などの分野において、地方銀行トップクラスのノウハウを有する

■ 連携を通じて、地域のニーズと研究シーズとのマッチングや、地域のリテラシー向上に向けた教育を積極的に推進
■ 海外販路拡大など、地元企業の海外進出を支援

＊シェアは、2020年9月末現在。日本銀行「都道府県別預金・現金・貸出金」、信金中金地域・中小企業研究所「信金中金月報」などにより当社にて作成。
＊「地区トップ競合行」「その他の銀行」のシェアは推定値。ゆうちょ銀行は除く。

＊2020年度実績

＊2021年3月末時点 ＊2021年3月末時点

2020年3月末 2021年3月末

■ ほくほくFG　■ 地区トップ競合行　■ その他の銀行　■ 信用金庫

北陸三県（富山、石川、福井） 店舗数

自治体・大学との連携

北海道 広域ビジネスマッチング

海外政府機関および金融機関等との提携
CFP・1級FP技能士の資格保有者数（合計）

預金・貸出金ともに第１位のシェア 国内332店舗

地域に貢献する国内の強固な連携

171店舗 161店舗

47先

海外9拠点

41件127件

22先 63先

本州
（北陸、東京、大阪、愛知その他）

商談件数

自治体

駐在員
事務所

①ニューヨーク ②バンコク ③シンガポール ④上海　
⑤大連 ⑥瀋陽 ⑦ウラジオストク ⑧ユジノサハリンスク
⑨ホーチミン（2021年８月開設予定）

成約件数

大学 海外政府機関、金融機関等
専門性の高い人財

預金・貸出金ともに第2位のシェア ほくほく連携による
広域ビジネスマッチングに強み

海外進出を支援する海外との幅広い連携

19.5％ 23.4％
31.6％

17.0％

30.1％

預金の
シェア

貸出金の
シェア

20.5％ 29.9％ 28.0％

36.0％ 39.2％

9.9％

23.5％

10.3％

預金の
シェア

貸出金の
シェア

30.9％ 22.7％ 27.4％

216人

2020年3月末 2021年3月末

女性経営職・管理職総数

女性の活躍推進

160人

169人 235人

北海道

＊2021年6月末時点
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地域のポテンシャル 当社グループは、北陸3県と北海道を中心に広域展開して　       おります。それぞれの地域が秘めるポテンシャルを活かし、地域と共に発展してまいります。

北陸３県の地域特性 北海道の地域特性

■ 東京、名古屋、大阪の三大都市圏の中央に位置
■ 全国でもトップクラスの教育圏
■ 日本海側随一の工業圏
■ 良質で豊かな水資源

■ 地域ブランド1位
■ 国内最大の食糧供給基地
■ 全国有数の新エネルギーのポテンシャル
■ 世界に誇る観光地域

本州の中央に位置する北陸

豊富で多様なエネルギー資源

高い教育水準、勤勉な人財
女性が働きやすい環境

富山県にアルミ産業が集積
北陸は日本海側随一の工業圏 国民が最も行きたい観光地

良質な「食の北海道ブランド」
三大都市圏からいずれも300km圏内に位置し、北陸新幹線開
業で首都圏からの所要時間は２時間台となっています。

太陽光や風力、バイオマスなど「再生可能エネルギーの宝庫」で
あり、近年は、メガソーラーや風力発電、バイオマスエネル
ギーの活用施設の建設が相次いでいます。

進学率が高く、離職率は低い特徴があります。三世代同居で共
稼ぎの家庭が多く、働く女性が多いのも特徴です。

日本有数のアルミ関連企業の工場が富山県に集積して
おります。

北陸の1人当たりの製品出荷額は日本海側で群を抜いており、
多くのシェアトップ製品があります。

北海道の雄大な自然、雪、温泉などの観光資源は、国内の旅
行者のみならず、外国人旅行者からも人気が高く、観光地とし
て優れた条件を備えています。

北海道特有の気象条件や地理的条件を背景に、多様な農山漁村が築かれ、特産物である魚や肉、豆麦類などを活かした多様な食
文化があり、農業産出額や海面漁業・養殖業産出額は全国１位を誇ります。

40

60

80

100
（％）

0
富山 石川 福井 全国

■ 就業率　● 女性就業率

74.0

全国6位 全国1位

73.7 76.075.4
68.5

全国4位 全国5位 全国1位

全国3位

79.1 78.2 80.3

新潟県 227
富山県 386

石川県 276

鳥取県 144
島根県 188

山形県 265
秋田県 138

北海道 120

青森県 142 

京都府
228

 
福岡県
200

福井県292

空港 高速道路

大阪

東京

北陸新幹線
東海道新幹線
リニア中央新幹線

富山県

石川県

福井県

農業産出額（上位5道県） 海面漁業・養殖業産出額（上位5道県）

都道府県 産出額（億円）

北海道 12,558
鹿児島 4,890
茨城 4,302
千葉 3,859
宮崎 3,396

都道府県 産出額（億円）

北海道 2,306.59
長崎 1,012.99
愛媛 862.38
宮城 834.45

鹿児島 760.48

出典 ： ‌�1人当たりの製品出荷額 ： 製造品出荷額等
÷総人口 （単位：万円）

出典 ： ‌�経済産業省「工業統計調査（従業者4人以
上の事業所）」2019年

出典 ： ‌�総務省「人口推計（2019年10月1日現在）」
2019年	

出典 ： 就業率：生産年齢人口（15～64歳）の就業率 （単位：％）
出典 ： 総務省「就業構造基本調査報告」2017年

出典 ： 農林水産省「令和元年 農業産出額及び生産農業所得（都道府県別）」 出典 ： 農林水産省「令和元年 漁業産出額」

北海道

● 工場
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